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名
古
屋
駅

の
南
東
、
さ

さ
し
ま
ラ
イ

ブ
２
４
地
区

の
東
に
位
置

す
る
名
駅
南

地
区
で
は
地

権
者
企
業
を

中
心
と
し
た

「
名
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

（
以
下
、
ま
ち
協
）
が
設
立
さ
れ
、
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

弊
社
も
運
営
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
、
そ
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。 

 ま
ち
協
の
設
立 

二
〇
一
〇
年
、
名
古
屋
駅
前
に
お
い
て

リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
開
発
が
進
行

す
る
中
、
地
権
者
法
人
四
社
が
ま
ち
協
の

前
身
で
あ
る
「
名
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
」
を
設
立
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
研

究
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
後
、
周
辺
の
開

発
が
さ
ら
に
活
発
化
す
る
中
、
ま
ち
づ
く

り
を
実
行
に
移
す
べ
く
研
究
会
を
解
消

し
、
二
〇
一
六
年
七
月
、
新
た
に
ま
ち
協

を
設
立
し
た
。
現
在
の
規
模
は
正
会
員
十

六
社
、
賛
助
会
員
二
十
社
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
ち
協
の
取
り
組
み 

①
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

設
立
後
、
ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
は
地

区
の
共
通
目
標
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
作
成
で
あ
る
。
ま
ち
歩
き
を

皮
切
り
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
五
回

開
催
し
て
会
員
間
で
議
論
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
地
元
学
区
を
通
じ
て
住
民
か
ら

の
意
見
募
集
も
行
い
、
約
一
年
半
か
け
て

ま
と
め
あ
げ
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
に
策

定
し
た
。
将
来
像
は
「
み
ん
な
の
希
望
が

か
な
う
ま
ち 
キ
ラ
リ
輝
く
メ
イ
エ
キ

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」
と
し
、
ア
イ
コ
ン
は
南

の
サ
ザ
ン
と
交
流
の
ク
ロ
ス
を
か
け
た

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス

（
南
十
字
星
）

と
な
っ
て
い
る
。

明
る
く
未
来
を

照
ら
す
星
の
よ

う
な
ま
ち
を
目

指
そ
う
と
い
う

強
い
意
気
込
み

が
表
れ
て
い
る
。 

 ②
三
蔵
通
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に 

広
小
路
通
と
若
宮
大
通
の
間
、
名
駅
か

ら
栄
ま
で
ほ
ぼ
直
線
で
東
西
に
走
る
三

蔵
通
が
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
名
駅
南
か
ら
栄
ミ
ナ
ミ
ま
で
の
名
古

屋
都
心
部
の
南
側
を
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

軸
」
と
し
、
三
蔵
通
を
そ
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
に
位
置
付
け
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行
い
、
栄

方
面
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
の
が

狙
い
で
あ
る
。
現
在
は
こ
の
三
蔵
通
の
具

体
的
な
空
間
デ
ザ
イ
ン
や
活
動
を
明
確

に
す
る
べ
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
具
体
的
な
活
動
を
始
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。 

ま
た
、
三
蔵
通
に
は
「
ク
リ
ば
こ
」
と

い
う
オ
ー
プ
ン
な
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

が
二
〇
一
八
年
に
で
き
、
ま
ち
協
も
イ
ベ

ン
ト
や
交
流
会
で
利
用
し
た
り
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
展
開
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

名
駅
と
栄
の
民
間
や
有
識
者
等
で
構
成

す
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
創
造
協
議
会
で
も

三
蔵
通
へ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

集
積
を
目
指
し
た
動
き
が
あ
る
。
市
も
三

蔵
通
を
「
起
業
意
欲
と
感
性
を
刺
激
す
る

創
造
軸
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
注
目
が
高
ま
り
、
色
々
な
動
き
も
見

え
始
め
た
三
蔵
通
は
、
今
後
が
楽
し
み
な

通
り
で
あ
る
。 

 ③
ま
ち
の
美
観
創
出 

ま
ち
協
で
は
ま
ち
を
美
し
く
す
る
べ

く
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
二
十
基
を

地
区
内
の
街
路
灯
に
設
置
し
て
い
る
。
こ

れ
は
半
年
ご
と
に
、
会
員
自
ら
が
花
の
購

入
か
ら
植
替
え

作
業
を
行
い
、

そ
し
て
日
々
管

理
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
ま

た
、
清
掃
活
動

も
住
民
等
と
協
力
し
て
行
い
、
ま
ち
の
美

化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。 

 今
後
大
き
く
変
わ
る
ま
ち 

名
駅
南
地
区
は
名
駅
か
ら
近
い
割
に

低
未
利
用
地
が
多
い
が
、
開
発
に
よ
り

徐
々
に
利
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
中
で
も

二
〇
一
六
年
十
月
に
劇
団
四
季
が
伏
見

か
ら
移
転
し
た
こ
と
は
大
き
く
、
新
た
な

人
の
流
れ
が
で
き
た
。
こ
こ
数
年
で
は
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

が
急
増
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
予

定
も
あ
る
。
ま
た
、
三
蔵
通
沿
い
で
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
移
転
し
、
跡
地
活
用
が
検

討
中
で
あ
る
。
交
通
面
で
は
、
名
駅
と
さ

さ
し
ま
を
結
ぶ
地
下
通
路
、
都
市
計
画
道

路
笹
島
線
、
名
古
屋
高
速
道
路
の
新
出
入

口
な
ど
の
計
画
も
あ
る
。
さ
ら
に
名
鉄
名

古
屋
駅
な
ど
再
開
発
の
計
画
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
名
駅
南
地
区
は
今
後
、
確
実
に

ま
ち
が
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
中
で
、
ま

ち
協
の
役
割
や
期
待
感
は
益
々
大
き
く

な
る
だ
ろ
う
。
活
動
は
徐
々
に
軌
道
に
乗

り
始
め
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
は
さ
ら
に

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
多
様
な
主
体
を
巻
き

込
み
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
、
か
つ
応
援
も
し
て
い
き
た
い
。 


